
      

遺
跡
と
は
、
人
々
の
暮
ら
し
の
痕
跡
が

土
に
埋
も
れ
て
い
る
場
所
の
こ
と
を
い
い

ま
す
。 

 

連
載
第
４
回
は「
京
隈
侍
屋
敷
遺
跡（
き

ょ
う
の
く
ま
さ
む
ら
い
や
し
き
い
せ
き
）」

を
テ
ー
マ
に
、
久
留
米
市
が
江
戸
時
代
の

京
隈
小
路
の
範
囲
で
行
っ
て
き
た
発
掘
調

査
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。 

 

話
し
手
の
熊
代
さ
ん
（
市
文
化
財
保
護

課
）
は
埋
蔵
文
化
財
担
当
と
し
て
、
こ
れ

ま
で
市
内
３
６
か
所
で
発
掘
調
査
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
の
経
験
か
ら
、
東
日
本

大
震
災
の
４
年
後
に
は
、
宮
城
県
山
元
町

に
派
遣
さ
れ
、
復
旧
・
復
興
支
援
に
も
携

わ
り
ま
し
た
。 

 

Ｑ
．「
京
隈
侍
屋
敷
遺
跡
」
で
は
、
こ
れ
ま

で
ど
の
く
ら
い
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
？ 

（
熊
代
） 

平
成
３
年
（
１
９
９
１
）
か

ら
の
約
３
０
年
間
で
、
３
２
か
所
を
数
え

ま
す
。
調
査
の
き
っ
か
け
に
は
、
Ｊ
Ｒ
久

留
米
駅
の
新
幹
線
開
業
、
坂
本
繁
二
郎
生 

家
の
整
備
、
京
町
小
学
校
の
新
校
舎
建
築

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。 

 

Ｑ
．
ど
の
よ
う
な
も
の
が
出
て
き
た
？ 

（
熊
代
） 

出
土
品
に
は
、
江
戸
時
代
に

食
事
に
使
わ
れ
た
陶
磁
器
や
漆
器
、
下
駄

や
キ
セ
ル
、
ま
ま
ご
と
道
具
の
食
器
や
幕

末
の
鉄
砲
玉
な
ど
も
あ
り
ま
す
。 

 

遺
構
で
は
、
道
路
や
屋
敷
の
境
、
井
戸

や
穴
蔵
（
地
下
の
倉
庫
）、
ト
イ
レ
が
見
つ

か
り
、
ゴ
ミ
捨
て
穴
か
ら
は
貝
殻
が
出
て

き
ま
し
た
。
久
留
米
藩
士
の
食
生
活
の
一

端
が
う
か
が
え
ま
す
。 

 

Ｑ
．
見
ど
こ
ろ
知
り
ど
こ
ろ
は
？ 

（
熊
代
） 

最
近
で
は
、
京
町
小
学
校
の

発
掘
現
場
で
す
。
学
校
の
あ
る
場
所
は
、

江
戸
時
代
に
は
武
家
屋
敷
４
軒
分
の
敷
地

で
し
た
。
掘
り
下
げ
て
い
く
と
、
久
留
米

城
下
町
建
設
に
伴
う
造
成
の
プ
ロ
セ
ス
が

分
か
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

今
か
ら
４
０
０
年
前
、
の
ち
に
京
隈
小

路
と
な
る
一
帯
は
、
丘
陵
と
谷
地
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
有
馬
豊
氏
の
城
下
町
建
設

の
中
で
、
斜
面
を
切
土
し
、
段
状
に
屋
敷

地
を
造
成
し
て
京
隈
小
路
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
造
成
に
よ
っ
て
出
た
土
砂
は
、
付 

                      
近
の
谷
地
の
埋
め
立
て
に
使
わ
れ
た
こ
と

も
分
か
り
ま
し
た
。 

 

近
代
に
な
っ
て
、
段
状
地
に
盛
土
し
て

平
地
と
し
、
そ
の
上
に
小
学
校
が
建
ち
ま

し
た
。
地
層
が
語
る
開
発
の
歴
史
で
す
。 

                      
 
 

＊ 

近
所
で
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
て
い
た
ら
、

ち
ょ
っ
と
気
に
か
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

遺
跡
の
見
ど
こ
ろ
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で

き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

（
聞
き
手
・
市
文
化
財
保
護
課 

穴
井
） 

久
留
米
入
城
４
０
０
年
記
念 

 
京
町
校
区
の
見
ど
こ
ろ
知
り
ど
こ
ろ 

 

第
４
回 

京
隈
侍
屋
敷
遺
跡 

◆「広報きょうまち」第538号（令和3年5月号）より 


